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防災に関する

アンケート

3月号

本調査レポートは、
HERSTORYREVIEW2025年2月10日発行の
3点セット(冊子・調査レポート・動画)の
WEBアンケート調査レポートです。

WEBアンケート調査結果

2025
Vol.92

防災意識が高まった「6割」

備えの新価値『日常×キモチ』
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調査概要

調査目的

近年、自然災害の頻発を受け、防災への関心が高まっている。そこで当社では、防災に
対する意識や取り組みの現状を把握するために、防災に関する意識調査を実施。
本調査では、防災への意識の変化や取り組みの状況に加え、実際にどのような防災グッ
ズを備えているのかについても調査。さらに、男女の違いなどにも着目し、より実態に
即した防災意識の現状を探った。

調査手法 WEBアンケート

対象者条件

【期間】2025年1月18日（土）～2025年1月22日（水）

【対象】15歳以上の男女1353人（年代：男性 170人、女性 1183人：10代 12人、20代
124人、30代 277人、40代 308人、50代 354人、60代224人、70代以上54人）

【地域】日本全域
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調査質問項目一覧
設問Q1~Q11は、属性を確認するための内容。
p5~6ページにまとめて記載。

■あなたについて教えてください（属性に関する質問）
Q1 性別（SA）
Q2 都道府県（SA）
Q3 年齢（SA）
Q4 婚姻状況（SA）
Q5 就労状況（SA）
Q6 居住形態（SA）
Q7（マンションの場合）階層（SA）
Q8 世帯年収（SA）
Q9 家族構成（MA）
Q10 同居家族（MA）
Q11 生活クラスター（SA）

■REVIEW掲載
Q1 防災グッズとして備えているものはありますか？（SA）
Q2 直近1年以内の、防災に対する意識の変化を教えてください。（SA）
Q3 直近1年で「意識が高まった」理由（FA）
Q4 非常用持ち出し袋一式を用意していますか？（SA）
Q5 どのような災害を想定して非常用持ち出し袋を用意していますか？（MA）
Q6 非常用持ち出し袋を用意していない理由を教えてください。（MA）
Q7 あなたがご自宅で、防災グッズとして備えているものを教えてください。（MA）
Q8 非常食や防災グッズを用意するとき、どのようなことを意識していますか？（MA）
Q9 フェーズフリー※についてどのくらいご存知ですか？（SA）
Q10 これから買おうと思っている商品（モノ・サービス）を教えてください。（FA）
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調査質問項目一覧

■REVIEW非掲載
NQ1 ハザードマップによる自宅周辺の自然災害リスクについてご自身に近いものを教えてください。
NQ2 お住まいの近くの避難所について、どの程度知っていますか？
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Q1性別（SA） Q2都道府県（SA）

Q5就労状況（SA）

回答者の概要

Q3年齢（SA）

Q4婚姻状況（SA） Q6居住形態（SA）

女性

87.4%

男性

12.6%

既婚

6 7 . 1 %

未婚

2 2 . 7 %

離別・死別

1 0 . 1 %

28 . 5%

27 . 4%

18 . 6%

5 . 6%

5 . 2%

4 . 1%

3 . 6%

2 . 5%

2 . 5%

0 . 7%

1 . 2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

正社員

アルバイト・パートタイム

専業主婦

フリーランス・個人事業主・自営業

無職・失業

契約社員

年金受給

未就業（ 学生など）

派遣社員

代表取締役・会社経営者・会社役員

その他

51 . 1%

17 . 2%

3 . 2%

26 . 2%

1 . 6%

0 . 7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

持ち家（ 一戸建て）

持ち家（ マンション等集合住宅）

賃貸（ 一戸建て）

賃貸（ マンション等集合住宅）

社宅・寮・シェアハウス等

その他
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Q7（マンションの場合）
階層（SA）

Q8世帯年収（SA）

回答者の概要

Q10同居家族（MA） Q11生活クラスター（SA）

※詳細はp8に記載

80.7%

14.1%

3.9%

0.5%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～5階

6～10階

11～15階

16～20階

21階以上

～200万未

満

10.6%

200万～300万

円未満

10.4%

300万～400万

円未満

9.2%

400万～500

万円未満

11.3%

500万～

750万円未

満

15.4%

750万～1000

万円未満

12.6%

1000万円以上

9.5%

わからない

21.0%

67.7%

42.4%

28.9%

24.6%

13.7%

13.1%

10.9%

9.1%

8.4%

7.8%

7.2%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者・パートナー

親

兄弟姉妹

子ども（社会人）

子ども（未就学児）

子ども（小学生）

祖父・祖母

子ども（中学生）

子ども（高校卒業以上の学生）

子ども（高校生）

自分以外の家族はいない

孫

65.4%

18.7%

17.4%

13.3%

13.2%

12.8%

12.2%

8.9%

7.2%

6.6%

5.0%

1.5%

1.3%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者・パートナー

親

ペット

子ども（社会人）

子ども（未就学児）

子ども（小学生）

ひとり暮らし

子ども（中学生）

子ども（高校生）

子ども（高校卒業以上の学生）

兄弟姉妹

祖父・祖母

孫

その他（親戚、シェアハウスに住んで…

19.6%

18.6%

13.6%

10.3%

9.7%

7.4%

6.8%

5.5%

4.5%

4.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

ミドル夫婦（既婚／40～64歳の…

青年・成人期ママ（既婚／第一…

児童・思春期ママ（既婚／第一…

乳・幼児期ママ（既婚／第一子：…

若手シングル（単身者／25～39…

セカンドライフ（65歳～）

ベテランシングル（単身者／50～…

中堅シングル（単身者／40代）

ヤング夫婦（既婚／39歳以下の…

プレ社会人（単身者／15～24歳）

Q9家族構成（MA）
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[HERSTORYREVIEW掲載]調査分析・解説
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Q1 防災グッズとして備えているものはありますか？

地域別
• 最も高かったのが東北地方で85.9% 
• 最も低かったのが北海道で66.7%

クラスター別
• 最も高かったのがセカンドライフで

86.2%

• 低かったのが若手・中堅シングル層
で約63%
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Q2 直近1年以内の、防災に対する意識の変化を教えてください。

全体の約60%の人が「防災意識が高まっ

た」と回答しており、多くの人が災害に
対する意識を強めている。
シングル層よりも、家族を持つ（特に幼
い子どもがいる）層の方が防災意識が高
い。
子どもを守る責任感や家庭での防災

対策の必要性が影響している可能性があ
る。
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Q3 直近1年で「意識が高まった」理由

能登半島地震（2024年1月）が、防災意

識向上の最も大きなきっかけになってい
る。全国的にこの地震をきっかけに防災
意識を持った人が多い。特に北陸地域
（富山・石川・福井）では56.2%の人が
防災意識向上を実感。

能登半島地震が意識向上の大きな要因
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Q4 非常用持ち出し袋一式を用意していますか？

同居家族全員分準備している：子どもが
いないクラスターの方が高くなる傾向。
準備する量が少ないことが影響している
と考えられる。

代表するクラスター

ヤング夫婦、ベテランシングル、中堅シ
ングル、プレ社会人

全体では52.8％が用意している。
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Q5 どのような災害を想定して非常用持ち出し袋を用意していますか？

Q3の防災意識が高まったきっかけのFA

でも過去の地震に関連するものが多く聞
かれた。
気象庁が発表している日本の地震活動に
よると、M6.0以上の年間地震回数は16
回（過去103年間の中央値）。
（出典：令和3年12月 地震・火山月報
（防災編））
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Q6 非常用持ち出し袋を用意していない理由を教えてください。

「何をそろえればいいか分からない」、
「中身の交換が面倒」がトップ。

男女別では、
女性：何をそろえればいいか分からな
い、置き場所がない
男性：用意することが面倒
が高い傾向に。

防災で必要なものが一式そろってい
るものや、交換がしやすいもの、交換時
期がわかりやすいものの需要がある
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Q7 あなたがご自宅で、防災グッズとして備えているものを教えてください。

クラスター別では、セカンドライフ層が最も多
く（9.8個）、プレ社会人が最も少なかった
（6.0個）。年齢が上がるほど防災への意識が
高いと考えられる。
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Q8 非常食や防災グッズを用意するとき、どのようなことを意識していますか？

年代別：10代～30代では特に、品質の良さや気持

ちをポジティブにしてくれるもの、家族構成に配
慮したものが選ばれていた。
一方で、年齢が上がるにつれ、防災用品は「備
え」だけでなく日常使いできるかどうかや、自宅
避難を想定した品揃えも重要視されている。
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Q9 フェーズフリー※についてどのくらいご存知ですか？

「フェーズフリー」の認知度は全体の約
2割にとどまっており、多くの人にまだ
浸透していない状況。しかし、一方で
Q8では「日常生活で役立つ防災グッ
ズ」をしている人は全体の約半数にのぼ
る。このことから、フェーズフリーの認
知は進んでいないものの、実際にはその
活動や考え方に沿った行動をとっている
人が多いことがわかる。

※フェーズフリー… 普段の生活で便利に活用でき、災害時にも役立つ商品・サービス・アイデアのことを指す。
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Q10 これから買おうと思っている商品（モノ・サービス）を教えてください。
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[HERSTORYREVIEW未掲載]調査結果

n = 30 以上が対象

[全体との差の検定]

有意水準 高 低
1%     ▲ ▼

5%     △ ▽

10%     ∴  ∵

[比率の差]

全体＋10％

全体＋ 5％

全体－ 5％

全体－10％

グラフの色・記号の説明
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• 約87%の人々がハザードマップを見たことがあ
る一方で、約38%の人がハザードマップを見て
も自然災害リスクを十分に把握できていない状
況

• 約48%の人はハザードマップを見て自然災害リ
スクをある程度把握できている

ハザードマップの認知度は高いものの、内容の理解度には差があり

NQ1 ハザードマップによる自宅周辺の自然災害リスクについてご自身に近いものを教えてくだ
さい。

ハザードマップ

を見て自然災

害リスクをある

程度把握でき

ている

48.4%

ハザードマップ

を見ているが

自然災害リス

クはあまり把

握していない

38.4%

ハザードマップを見た

ことがない

10.9%

ハザードマップを知らない

2.2%
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• 約8割の人が避難場所を知っていると回答

• 一度も行ったことがなくても、場所を知ってい
る人が4割以上

• 実際に避難所に行ったことがある人は約4割
• 多くの人が避難所の場所を認知している一方で、
実際に避難所に行ったことがある人はまだ少数

避難場所の認知は8割、実際に足を運ぶ人は半分の4割

NQ2 お住まいの近くの避難所について、どの程度知っていますか？

実際に行った

ことがある

39.2%

行ったことはな

いが場所は

知っている

42.2%

施設名のみ知って

いるが、場所はわ

からない

8.2%

全くわからない

10.3%
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